一般財団法人創造くまもと　評議員会運営規則

　(目的)
第1条　この規則は、一般財団法人創造くまもとが評議員会を運営するに当たり、その運営はすべて定款に基づき行うものの、定款に定めのない事項について定め、評議員会の適法かつ円滑適切な運営を図ることを目的とする。
　(議長)
第2条　評議員会の議長は、当日出席の評議員の互選により選任された評議員が議長となる。ただし、出席した評議員が全員同意したときは、代表理事が議長を務めることができる。
[bookmark: _GoBack]　　 2　前項により代表理事が議長となった場合、代表理事は議決に加わることができない。
　(評議員以外の出席)
第3条　評議員会に提案した内容の説明のため、代表理事又は代表理事が指名した理事は評議員会に出席して説明する。
　　2　評議員は評議員会開催前に代表理事に対し、必要な理由を付して、必要な者の出席を書面で要請することがでる。
　(特段の利害関係者)
[bookmark: _Hlk34655173]第4条　定款の議決の要件に規定する特段の利害関係のある者については、次に掲げる以外者とする。
　　　(1)評議員本人の個人に係る議案が審議される者
　　　(2)評議員本人と利益相反になる議案が審議される者
　　　(3)その他評議員の過半数が議決に加わることが不適当と決議した者
　　2　特段の利害関係のある者は、前項によりできないと判断された議案のみ議決に加わることができない。
　　3　議長が特段の利害関係のある者とされた場合は、他の評議員による推挙により決定した評議員が一時的に議長を代行する。
　(書面の取り扱い)
第5条　評議員会の運営に関して定款に定める書面は、紙媒体によるもののほか、インターネットを利用した電子メールおよびSNSを利用した連絡手段を含むものとする。
　　2　本条に定める書面は、電磁的機器に保存するほか、可能な限り印刷して保管する。
　(議事録の記載事項)
第6条　議事録は逐語録に近い形式を用い、次の事項を記載する。
　　　　(1)評議員会が開催された日時及び場所並びに出席者
　　　　(2)代表理事以外の招集による場合の招集者及び理由
　　　　(3)議事の経過の要領及び結果
　　　　(4)決議を要する事項について特別の利害関係のある評議員又は議決に加わることのできなかった評議員の氏名
　　　　(5)定款に規定された特別な意見の内容
　　　　(6)報告されたものの要領
　　　　(7)その他記載することが適当と考えられる事項
　(議事録の承認)
第7条　評議員会の議事録は署名人を経て評議員全員及び監事に配布し、配布後1ヶ月までに異議がなかった場合、その議事録は承認されたものとみなす。
　(電磁的記録の取り扱い)
第8条　定款第29条及び第30条の規定により電磁的記録による処理を行う場合、書面については本規則第5条によるものとする。
2　電磁的記録による処理を行った場合、提案又は報告の内容及び提案又は報告の日、提案又は報告者の氏名、議決又は報告が完了したとみなされる日を記載した議事録を作成し、保存する。
3　前項により作成された議事録は本規則第7条を準用して配布する。
4　電磁的記録による処理は、決議を要する場合は、異議又は提案の修正の要請があった場合は適用しないものとする。
　(規則の改廃)
第9条　本規則の改廃は評議員会の決議による。

附則
　本規則は令和2年4月1日より全面改正施行する。
